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こ．
Oたしあせを

ぐ火の始末

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

ひ

ま
ず
わ
が
家
の
防
火
診
断
か
ら

　
毎
年
発
生
す
る
火
災
の
八
○
智
以

上
が
、
火
気
取
扱
い
の
不
注
意
か
ら

の
失
火
が
原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
火
災
を
お
こ
さ
な
い
た
め
の

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
火
気
を
取
り

扱
う
人
の
心
が
ま
え
が
大
切
で
す
。
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こうなる前に初期消火を

　
ス
ト
ー
ブ
が
倒
れ
て
出
火
し
て
も

近
く
の
紙
な
ど
に
燃
え
う
つ
り
、
大

き
な
火
災
と
な
り
ま
す
。

　
火
災
の
初
期
の
段
階
で
、
消
火
器
、

水
バ
ケ
ツ
な
ど
を
正
し
く
使
っ
て
消

火
を
行
え
ば
、
火
災
を
防
止
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
家
庭
で
の
消
火
は

各
戸
に
一
本

　
　
　
消
火
器
の
備
え
を

　
一
般
住
宅
の
場
合
、
法
律
に
は

消
火
器
の
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
バ
ケ
ツ
の
水
や
消
火
器
を
す
ぐ

使
え
る
よ
う
に
常
に
準
備
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
ど
ん
な
消
火
器
を

　
粉
末
消
火
器
…
…
紙
や
木
な
ど
の

燃
え
る
普
通
火
災
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

が
燃
え
る
油
火
災
、
電
気
関
係
の
火

災
に
適
し
ま
す
。

　
泡
消
火
器
…
…
普
通
火
災
と
油
火

災
に
適
し
ま
す
。

▼
消
火
器
の
上
手
な
使
い
方

　
消
火
器
は
、
と
っ
さ
の
と
き
に
使

う
も
の
で
す
か
ら
、
使
用
方
法
を
よ
く

読
ん
で
お
き
、
家
族
の
誰
も
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

　
粉
末
消
火
器
…
…
で
き
る
だ
け
火

に
近
づ
け
て
、
燃
え
て
い
る
も
の
に

11月26日
～12月2日

風
上
か
ら
か
け
ま
す
。

　
泡
消
火
器
…
…
直
接
炎
に
か
け
な

い
で
、
ま
わ
り
か
ら
燃
え
て
い
る
も

の
を
覆
う
よ
う
に
か
け
ま
す
。

▼
消
火
器
の
置
き
場
所

　
消
火
器
は
、
手
に
取
り
や
す
い
と

こ
ろ
に
置
く
こ
と
が
大
切
で
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
歩
行
者
や
荷
物
の
運
搬
の
じ
ゃ
ま

に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
置
く
。

②
家
具
な
ど
の
物
か
げ
に
置
か
な
い

よ
う
に
す
る
。

③
直
射
日
光
や
湿
気
の
多
い
と
こ
ろ

に
は
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

そのときあなたは”’くらしの中の防災

　　　　日曜日　8：55～9：00

　　2日＝旅館・ホテルに泊るときは
　　9日二こわい！プ目パンガスの爆発

　16日＝初期消火の準備
　23日茸秋の全国火災予防運動
　30日＝外出先では避難路確認

仙台放送

消
火
器
の
購
入

　
　
　
に
ご
注
意

　
最
近
悪
質
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
、

市
職
員
ま
た
は
消
防
署
員
と
名
の
り

消
火
器
を
高
い
価
格
で
押
し
売
り
し

て
お
る
よ
う
で
す
が
、
市
役
所
、
消

防
署
で
は
消
火
器
の
斡
旋
を
し
て
お

り
ま
せ
ん
か

ら
、
市
内
の

信
用
あ
る
店

か
ら
直
接
購

入
さ
れ
る
よ

う
お
す
す
め

い
た
し
ま
す
。

ごぞんじですか…防災ミニ百科

　　土曜日　10：00～10；05

1日＝こわいたばこの火
8日瓢わが家の防火診断
15日＝暖房器具の火災予防
22日＝幸せを明日につなぐ火の始末
29日竃やってみましたか消火訓練

ミヤギテレビ
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老
齢
年
金
特
例
納
付

納
め
て
受
給
権
の
確
保
を

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の

を
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
も
し
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
、
老
齢
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
る
と
し
て
も
、

そ
の
年
金
額
は
、
ほ
か
の
人
よ
り
も

少
な
い
年
金
額
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま

二
年
間
た
ち
ま
す
と
、
そ
の
後
は
時

効
に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。

　
納
め
忘
れ
が
あ
る
ば
か
り
に
、
年

金
を
受
け
る
た
め
の
年
数
が
た
り
な

い
場
合
が
起
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
納
め
忘
れ
の
保
険
料
を

特
別
に
、
納
付
で
き
る
措
置
が
講
じ

ら
れ
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
に
限
っ
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

保
険
料
は
月
額
九
百
円

　
納
め
る
保
険
料
は
｝
ヵ
月
九
百
円

で
、
特
例
納
付
は
、
本
年
十
二
月
末

日
と
期
限
が
決
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

加
入
さ
れ
な
い
方
は

　
　
　
　
　
　
今
す
ぐ
に

　
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降
生

れ
た
人
（
満
二
十
歳
以
上
）
は
、
国

民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
公

的
年
金
制
度
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
な
い
こ
と
に
は
、
福
祉
年
金
は

も
と
よ
り
何
の
年
金
も
う
け
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
の
当
然
加
入
者
（
任
意

加
入
者
は
除
か
れ
ま
す
）
で
あ
る
が

未
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
、
と
く
に

明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人

は
、
こ
の
ま
ま
何
の
手
続
き
も
し
な

い
で
六
十
五
歳
に
達
し
て
も
何
の
年

金
も
受
け
る
こ
と
が
出
来
ず
、
老
後

の
生
活
に
大
き
な
不
安
と
支
障
を
き

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
未
加
入
者
に
と
っ
て
、
今
回
が
最

後
の
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
す

ぐ
加
入
手
続
き
を
と
り
、
特
例
納
付

を
活
用
し
て
年
金
の
受
給
権
を
確
保

し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

宿
泊
施
設
十
月
オ
ー
プ
ン

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
！
は
、
市
内
の

お
年
寄
り
の
人
達
が
、
書
道
、
生
花
、

盆
栽
、
民
謡
、
詩
吟
等
を
、
老
人
ク

ラ
ブ
や
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
ん
だ
り
、

の
ん
び
り
と
湯
に
つ
か
っ
て
、
休
ん

で
い
た
だ
く
、
老
人
憩
い
の
場
で
す
。

　
気
軽
に
利
用
出
来
る
施
設
と
あ
っ

て
、
連
日
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
お
り

ま
す
。

　
従
来
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
市
で
行
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
九
月
市
議
会
に
お
い
て
、

来
る
十
】
月
］
日
よ
り
社
会
福
祉
法

人
白
石
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い

て
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
か
ね
て
よ
り
、
ご
利
用
の
皆
様
か

ら
、
要
望
の
あ
り
ま
し
た
、
宿
泊
の

出
来
る
施
設
に
し
て
欲
し
い
と
の
声

に
こ
た
え
、
三
部
屋
、
定
員
十
三
名

収
容
の
宿
泊
施
設
を
建
設
し
十
一
月

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

宿
泊
施
設
の
利
用
方
法

　
市
内
の
老
人
で
利
用
証
（
市
内
居

住
者
で
六
十
歳
以
上
の
人
に
交
付
）

を
、
お
持
ち
の
方
が
利
用
出
来
ま
す
。

　
宿
泊
料
（
素
泊
り
）
は
一
入
干
円

で
す
が
、
次
の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ

▼
　
宿
泊
は
一
泊
を
原
則
と
し
、
不

納めなかった人

　
フ鉾

欝

　
　
（

年金は受けられません。

もちろん福祉年金もありません

　納め　た　人

大正5年4月に生れた人が
60歳まで納めると通常1年

間で202，015円（昭50．9か

ら246，459円の予定）受け

られます。

慮
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
一
人

泊
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
付

添
人
は
六
十
歳
未
満
の
方
は
出
来
ま

せ
ん
。

▼
　
宿
泊
の
開
館
時
間
は
、
午
後
四

時
か
ら
翌
日
の
午
前
九
時
ま
で
。

▼
　
宿
泊
の
出
来
な
い
日
は
、
日
曜

日
と
月
曜
日
は
宿
泊
で
き
ま
せ
ん
。

▼
　
宿
泊
時
の
食
事
は
、
夕
食
、
朝

食
と
も
、
施
設
内
の
食
堂
を
利
用
で

き
ま
す
。

▼
　
宿
泊
時
の
入
浴
は
、
入
浴
時
間

は
、
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
午
後
八

時
ま
で
で
す
が
、
都
合
に
よ
り
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　　　　」』一一　聖黒　　　　　　　一一鉱謙欝孟鼠甲一憾靴証螺藍駈灘鍵灘穐

　¶¶月24日10＝00～　　　　　　　　　　　　　ところ白石市営球場
　お父さんとお母さんとみんなで参加しましょう

　　　　　　　　　第11回クロスカントリー
・学校（女子）約3k　中学校（女子）約4k　高　校（女子）約4k　一般（男40歳以上）約3k
・学校（男子）約4k　中学校（男子）約5k　高校・一般（男子）約6k　一　般（女子）約2k
　参加資格は制限ありませんが年令をはっきりと……

　　　　　　　　　　　　　　　　　申込　11月13日まで、中央公民館内白石陸上競技協会（費⑥24鵠》
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読
書
週
間
中

　
豊
か
な
時
間
が
ほ
し
い
、
充
た
さ

れ
た
時
間
を
持
ち
た
い
と
言
う
こ
と

は
、
今
の
私
達
の
共
通
し
た
願
望
で

は
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
高
度
成
長
と
い
う
波
に
の
っ
て
、

た
だ
忙
が
し
く
、
あ
わ
た
だ
し
い
生

活
を
お
く
っ
て
き
た
の
は
、
こ
こ
数

年
で
す
が
、
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
が

あ
っ
て
も
、
読
書
す
る
時
間
は
な
い

と
よ
く
聞
き
ま
す
が
…
…
。

　
読
書
は
夢
を
育
て
、
知
識
を
増
し
、

生
活
を
豊
か
に
し
て
、
未
来
を
開
き

希
望
を
与
え
ま
す
。

　
最
近
は
、
テ
レ
ビ
が
生
活
に
密
着

し
、
読
書
生
活
を
む
し
ば
み
、
独
創

的
な
夢
を
こ
わ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
読
書
の
楽
し
み
は
、
多
く
の
本
の

中
か
ら
、
自
分
で
読
み
た
い
本
を
自

分
で
選
択
、
自
分
で
読
み
、
自
分
で

考
え
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
大
人
も
子
供
も
、
読
書
を
す
る
よ

り
も
手
近
か
な
テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
、

10月27日
　　～

11月9日

読
書
に
よ
っ
て
得
る
事
の
出
来
る
知

識
を
、
テ
レ
ビ
よ
り
受
け
止
め
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
図
書
館
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら

を
少
し
で
も
解
決
す
る
よ
う
に
、
市

内
五
十
七
ヵ
所
に
移
動
図
書
館
”
こ

ま
く
さ
号
”
を
運
行
し
ま
た
市
内
四

十
八
ヵ
所
に
配
本
所
を
設
け
て
、
手

近
か
に
図
書
を
配
置
し
て
、
多
く
の

方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
努

め
て
お
り
ま
す
。

剛

書
架
は
新
刊
書
で
い
っ
ぱ
い

　　　　　　　縣

、
“
・

黙廊

子
供
図
書
館
で
仲
良
く
読
書

酒

瀞
卍鍛

劉唄騨辮
躯・隻

』聾

編葉舗恥

　
）失

利
用
者
で
い
っ
ぱ
い
の
読
書
室

輪畑薦

　
　
家
族
そ
ろ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
読
書
を

　
四
十
九
年
五
月
に
新
し
い
図
書
館

が
開
か
れ
て
か
ら
、
図
書
の
充
実
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

　
読
書
に
適
し
た
、
広
々
と
し
た
読

書
室
は
、
夏
休
み
な
ど
は
、
小
学
生

・
中
学
生
・
高
校
生
の
利
用
者
が
、
急

に
増
え
て
♪
朝
早
く
か
ら
席
の
確
保

に
並
ぶ
人
も
お
り
、
毎
日
満
席
の
状

態
で
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
四
十
九
年
度
の
図
書
利
用
状

況
報
告
書
を
見
る
と
、
蔵
書
数
四
万

三
千
冊
で
年
間
利
用
者
冊
数
十
万
七

千
冊
の
本
が
読
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
大
人
の
方
達
の
利
用
が
少

な
く
、
も
う
少
し
読
書
に
親
し
む
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
望
み
た
い

移
動
図
書
館

　
　
“
二
ま
く
さ
号
”
活
躍

影評

睾
、

μ魁廻
　　こまくさ了

㌔一 夢
ず

も
の
で
す
。

自
動
車
文
庫
配
本
所

白
石
益
岡

白
石
寺
囲

越
河
町
屋
敷

越
河
町
屋
敷

越
河
南
中
前

斎
川
中
屋
敷

斎
川

斎
川
笠
松

斎
川
梶
川

斎
川
鹿
の
子

大
平

大
平
八
ッ
森

大
平
中
ノ
目

大
平
一
区

大
平
南
六
角

大
鷹
沢
堀
切

大
鷹
沢

白
川
川
畑

白
川

白
川
内
親

福
岡
滝
の
上

福
岡
不
忘
山

福
岡
不
忘

福
岡
尾
べ
ら

福
岡
蔵
本

福
岡
深
谷

福
岡
深
谷

福
岡
山
の
下

福
岡
長
袋

福
岡

福
岡
八
ッ
宮

小
原
江
志
前

小
原

小
原

小
原

勤
労
青
少
年

ホ
　
　
ー
　
　
ム

麻
生
　
靖
子
宅

佐
藤
内
蔵
雄
宅

斎
藤
　
桂
子
宅

斎
藤
　
郁
子
宅

菅
野
　
と
く
宅

斎
川
出
張
所

桂
山
　
信
『
宅

梶
川
　
勇
一
宅

村
上
　
孝
道
宅

大
平
分
室

永
井
　
忠
雄
宅

村
上
　
　
誓
宅

佐
久
間
文
太
宅

黒
沢
喜
久
子
宅

大
浦
　
秀
夫
宅

大
鷹
沢
出
張
所

佐
藤
と
し
い
宅

白
川
出
張
所

吉
田
　
せ
き
宅

安
斎
あ
や
子
宅

岡
部
　
捨
男
宅

蔵
王
農
協

菅
野
は
る
み
宅

老
人
ホ
ー
ム

深
谷
小
学
校

深
谷
農
協

木
須
は
る
子
宅

佐
藤
　
み
え
宅

福
岡
分
室

日
下
　
周
『
宅

片
田
恵
美
子
宅

下
戸
沢
公
会
堂

上
戸
沢
分
校

小
原
公
民
館

　
　
（
敬
称
略
）

4

羅編
讐

ぎ1讐

鼠認

』

蘇
ヤバび

離
攣

艦
“

裕憲

鷺

嚇騨献聯単献齢轍嚇嚇㈹學齢

　　曼建誓いも新たに

　　　老人の交通事故Oへ，，
　　　　　　　　　　　　ゼロ
　第3回白石市交通安全老人大会が10
月8日市民会館において，市内の老人
400入の集いがありました。
　老人の交通事故防止のために，老人
の立場からと題して，駅交通事故をなく
すには，村上藤蔵氏，，鯉老人と交通事故，

半沢寛栄氏，，駅交通安全に思う，大泉養

三郎氏，，の3人の体験発表が行われま

後に参加者全員により，老人の交
故をなくすため，新たな決意と意
結集して，交通安全運動を釜力に

することを誓いあいました。

第
8
0
老
立
に
沢
郎
た
最
事
を
進

　
　
　
　
の
す
半
三
し
　
通
欲
推

麟
置

塗ぞ糠
鞭

　駅いらっしやい本家へ
　　　札幌市白中父母教師会，，

　札幌市立白石中学校父母教師会訪問
団一行が，10月16日宮城県白石中学校
を訪れました。

　札幌市白石区入植百年を記念して，
両校が姉妹校の縁を結んで，七年にな
ります。

　お互いに，将来の発展に，友情と交
流を深めており，昨年は当白中の代表
が札幌を訪れています。

　今年は，本家白石に訪れた訪問団一
行を，市民多数でお迎えして市民会館
において交歓会が盛大に行われました。

＿一＿＿＿＿＿一一＿指

ト¢通安全遷べ」ヒ会

史
跡
散
歩

⑧
旧
藩
時
代
・
三
代
景
長
の
こ
ろ

片
倉
家
廟
所
　
白
石
市
史
編
墓
委
員
飯
沼
　
寅

　
景
長
は
松
前
市
正
安
廣
の
長
男
と

し
て
一
六
三
〇
年
宮
城
郡
若
林
（
仙

台
市
）
に
生
れ
、
祖
父
重
長
の
没
後

の
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
片
倉

家
を
つ
ぎ
三
代
白
石
城
主
と
な
っ
た
。

　
そ
の
際
、
彼
は
家
臣
一
同
に
対
し

堅
く
守
る
べ
き
十
四
ヵ
条
を
公
布
し

た
が
（
市
史
④
一
九
七
頁
）
そ
の
中
に

産
業
発
展
上
注
意
す
べ
き
次
の
条
項

が
含
ま
れ
て
い
た
。
即
ち
、

一
、
衣
類
の
事
。
地
布
・
木
綿
・
紙

　
子
・
紙
布
・
古
纏
．
・
古
．
曄
み
外
、
着

　
す
べ
か
ら
ず
（
以
下
略
）

前
々
か
ら
盛
ん
だ
っ
た
紙
子
即
ち
紙

製
衣
料
と
、
生
糸
と
紙
よ
り
の
交
織

品
の
紙
布
が
日
常
衣
料
と
し
て
重
要

だ
っ
た
事
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
白
石

紙
布
は
重
長
時
代
の
一
六
三
八
年
に

既
に
「
毛
吹
草
」
に
仙
台
領
物
産
と
し

て
記
さ
れ
て
あ
り
、
そ
の
前
か
ら
商

品
と
は
し
な
い
が
自
家
用
と
し
て
の

粗
末
な
紙
布
が
紙
子
と
共
に
盛
ん
に

つ
く
ら
れ
て
お
り
、
農
村
の
紙
慶
き

と
共
に
重
要
な
副
業
だ
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
紙
布
が
高
級
工
芸
品
と
し
て

全
国
的
に
高
名
に
な
る
の
は
、
元
禄

以
降
特
に
十
八
世
紀
以
後
で
あ
る
。

　
「
梅
ノ
木
は
残
っ
た
」
で
有
名
な
片

倉
小
十
郎
は
こ
の
三
代
景
長
で
あ
る
。

彼
が
伊
達
家
の
普
請
糞
伊
ど
し
て
江

治

戸
城
小
石
川
方
面
（
御
茶
の
水
付
近
）

の
修
築
の
大
役
を
果
し
て
将
軍
か
ら

賞
詞
を
賜
わ
っ
た
の
は
寛
文
元
年
で

あ
り
、
有
名
な
酒
井
大
老
邸
に
お
け

　
に
ん
じ
ょ
う

る
刃
傷
事
件
は
寛
文
十
】
年
（
一
六

七
一
）
に
起
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

際
彼
は
白
石
城
に
あ
っ
て
原
田
甲
斐

の
船
岡
館
接
収
に
大
き
な
功
績
を
た

て
、
幕
命
に
よ
っ
て
仙
台
藩
の
家
老

に
任
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
病
弱
の
た

め
ま
も
な
く
辞
任
し
た
。
延
宝
八
年

（
一
六
八
○
）
に
は
仙
台
に
あ
る
片
倉

家
の
屋
敷
替
が
あ
り
、
川
内
の
大
橋

た
も
と
に
新
築
が
成
り
、
藩
主
綱
村

を
迎
え
て
盛
大
な
宴
を
張
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
こ
の
年
、
景
長
は
白
石
城
主
の
御

ぴ
よ
う

廟
を
設
定
す
る
た
め
、
病
身
を
手
か

ご
に
ゆ
ら
れ
方
々
を
見
分
し
た
後
、

蔵
本
の
片
倉
家
守
護
神
の
庶
翌
響
様
の

あ
る
岡
④
臨
で
白
石
城
を
見
守
る
に

最
適
の
地
を
選
ん
で
、
十
月
十
四
日

に
は
、
初
代
・
二
代
の
墓
を
移
葬
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
め

仙
台
よ
り
招
い
た
石
工
の
刻
ん
だ
阿

弥
隊
傷
を
墓
標
と
し
た
。
翌
年
彼
も

死
亡
し
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
。

　
表
紙
写
真
は
、
現
在
の
片
倉
家
廟

所
で
、
十
人
の
城
主
と
一
夫
人
の
十

体
の
像
と
一
墓
碑
が
あ
り
、
白
石
市

の
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
廟
前
に

六
基
の
初
代
殉
死
者
の
墓
も
あ
る
。

5



鷺籍

遺
族
等
援
護
法
が
改
正

　
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
支
給
法
の
一
部
改
正
が
な

さ
れ
、
日
華
事
変
以
後
の
戦
没
者
の

遺
族
に
特
別
弔
慰
金
と
し
て
国
債
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
の
改
正
に
よ
り
、
障
害
年
金
遺
族

年
金
、
遺
族
給
与
金
な
ど
が
大
幅
に

増
額
さ
れ
、
新
た
に
次
の
よ
う
な
方

方
が
特
別
弔
慰
金
、
特
別
給
付
金
を

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
弔
慰
金
を

　
　
　
　
受
け
ら
れ
る
方

　
日
華
事
変
（
昭
和
十
二
年
七
月
七

日
）
以
降
の
戦
没
者
の
遺
族
で
、
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
、
遺
族
給
与

金
を
受
け
る
権
利
の
あ
る
方
が
、
本

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
死
亡
な

ど
で
こ
れ
ら
の
権
利
が
な
く
な
り
、

四
月
］
日
現
在
で
こ
の
権
利
を
引
き

継
ぐ
方
が
い
な
い
遺
族
は
、
特
別
弔

慰
金
と
し
て
二
十
万
円
、
十
年
償
還

の
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
特
別
給
付
金
を

　
　
　
受
け
ら
れ
る
方

　
昭
和
四
十
九
年
の
援
護
法
改
正
で
、

防
空
従
事
者
と
し
て
、
準
軍
属
の
処

遇
を
受
け
た
戦
没
者
や
戦
傷
病
者
の

方
は
、
特
別
給
付
金
と
し
て
二
十
万

円
、
十
年
償
還
の
国
債
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
　
戦
没
者
の
妻
に

　
　
特
別
給
付
金
六
十
万
支
給

　
「
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
支
給
法
」
で
支
給
さ
れ
た
国

債
、
額
面
二
十
万
円
十
年
償
還
の
最

終
償
還
の
終
っ
た
戦
没
者
の
妻
は
、

新
た
に
特
別
給
付
金
と
し
て
六
十
万

円
、
十
年
償
還
の
国
債
が
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
、
至
急
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
　
お
問
い
合
せ
は
、
市
民
課
又
は

各
出
張
所
、
分
室
へ
。

　
留
治
　
観
光
地
美
化
　
o
時
計
一

・
台
　
白
石
百
瀬
工
務
店
　
深
谷
保

　
育
園
備
付
　
o
現
金
五
万
円
　
寿

　
0
リ
モ
ー
ト
マ
イ
ク
　
サ
ン
ヨ
ー

　
食
贔
㈱
　
働
く

　
婦
人
の
家
備
付
　
　
　
　
す

φ
レ
Q
桜
の
苗
木
八
十
本
　
本
町
大
槻

噛か

岬
山
谷
岡
洋
志
　
交
通
遺
児
援
助

ψψ一かψ　　　“　　ゆ　一　ひφ◎ 　
δ
ス
リ
ッ
パ
、

　
　
小
原
高
橋
吉

・
半
沢
武
雄

　
O
現
金
十
万
円

ψ
遊
具
　
中
町
渡

賭
部
敏
男
　
第
二

一
幼
稚
園
備
付

ゆ
ゆ
　
O
カ
ラ
ー
T
V

ゆ

“
之

瀞
器
具
、

φ

附寄

小
原
中
学
校
備
付

　
薬
品
戸
柵

ありがとう

　ございま

O
放
送

　
　
　
　
　
　
東
京
中
野
区

　
　
　
　
小
原
中
学
校
備
付

　
　
　
　
　
　
本
町
佐
藤
清
一

　
白
石
市
消
防
団
施
設
整
備
　
o

回
覧
板
八
百
枚
　
㈲
東
北
地
図
出

口
国
麟
燧
練
遭
謹
榊
剣
口

　
国
保
で
、
医
者
に
か
か
っ
た
医
療

費
の
負
担
割
合
は
、
患
者
が
三
割
、

国
が
約
四
・
五
割
、
残
り
の
二
・
五
割

が
被
保
険
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
税
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
と
、

保
険
税
で
ま
か
な
っ
て
い
る
二
・
五
割

で
は
、
ま
か
な
う
こ
と
が
出
来
な
く

な
り
、
保
険
税
を
値
上
げ
し
て
ま
か

な
う
建
前
に
な
っ
て
お
り
、
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
多
く
な
る
の

で
す
。
　
　
　
　
　
、

　
医
療
費
と

い
う
も
の
は
、

病
気
に
な
れ

ば
医
者
に
か

か
り
、
個
人

的
に
は
ど
う

に
も
出
来
な

い
と
思
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
こ

れ
か
ら
は
違

い
ま
す
。

柳
町
猪
股
み
つ
よ
　
社
会
福
祉
事
仲

業
充
実
　
o
姿
見
一
台
　
白
石
㈲

　
　
　
　
　
　
大
沢
木
工
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

版
社
　
回
覧
板
の
統
一
の
た
め
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

o
花
器
二
個
　
不
澄
ヶ
池
後
藤
さ
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

と
　
働
く
婦
人
の
家
備
付
　
o
現
帰

金
、
有
価
証
券
五
百
三
十
万
円
　
　
ゆ

記載順は、寄附品
目、寄附者名、寄
附目的で、敬称は
省略しました。

器
具
格
納
筐
九
個

道
組
合
　
消
防
施
設
充
実

金
十
万
円
　
越
河
沼
館
禅
道

河
保
育
園
備
品
整
備
費

花
器
八
個
　
亘
理
町
松
野
源
喜
治

　
深
谷
小
備
付

働
く
婦
人
の
家
甜

　
　
　
　
　
O

備
付
　
o
ボ
i
9

　
　
　
　
　
炉

ル
十
個
　
大
畑

加
藤
幹
夫
西
齢

　
　
　
　
　
一

保
育
園
備
付

O
現
金
一
一
十
五
　
一

　
　
　
　
　
φ

万
円
、
消
火
栓

　
　
　
　
　
廟

　
白
川
簡
易
水

　
　
　
　
　
，

　
　
　
o
現
炉

　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
越

　
　
　
　
　
φ

　
　
o
鉄
製

　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
一

　
ち
ょ
っ
と
の
注
意
で
、
医
療
費
を

工
夫
し
て
い
た
だ
い
て
、
増
え
続
け

る
医
療
費
の
伸
び
を
少
し
で
も
お
さ

え
、
健
全
な
国
保
を
守
っ
て
い
き
ま

し
よ
、
フ
。

院
　
　
　
　
　
象
唖

ピ艦　
　
　
亀
亀
畢
ー
凶
．
．

　
　
　
’

　
　
　
ジ
　
　
　
　
嬉

　
　
　
　
　
　
，
，

　
　
　
一

　
　
　
ほ

　
　
　
ロ

院
　
　
，

　
　
　
幅

ぷ
、

り
脅

ノ
ウ易

　　　　羊ナ　　　　　　　　　　　・1

　　　　　築
　　　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　償　
1

　　　　　　　　　　沖
適正受診の徹底を図らなけれぱならない

佐藤朝子さん
〔大鷹沢坂端）

　
大
鷹
沢
地
区
に
は
、
良
質

の
山
砂
が
産
出
さ
れ
ま
す
の

で
、
県
道
白
石
丸
森
線
は
、

山
砂
を
満
載
し
た
ダ
ン
プ
カ

ー
の
往
来
が
は
げ
し
く
、
子

供
達
は
道
端
を
一
列
に
並
ん

で
通
学
し
て
い
ま
す
。
そ
の

姿
を
見
る
と
、
事
故
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
と
祈
ら
な
い
日

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
先
日
、
三
歳
に
み
た
な
い

長
女
が
、
チ
ョ
ッ
ト
目
を
離

し
た
す
き
に
、
県
道
を
横
切

っ
て
、
近
所
に
遊
び
に
行
っ

た
の
で
す
。
交
通
量
の
多
い

県
道
を
、
ど
の
様
に
横
断
し

て
行
っ
た
の
か
と
考
え
る
と
、

身
の
毛
も
よ
だ
つ
思
い
が
い

た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
思
い
を
経
験
さ

れ
た
方
は
、
数
多
く
い
る
事

と
思
い
ま
す
。

　
子
を
も
つ
親
と
し
て
幼
児

の
交
通
安
全
教
育
が
如
何
に

大
切
で
あ
る
か
を
つ
く
づ
く

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

事
故
を
起
し
て
か
ら
で
は
遅

す
ぎ
ま
す
。

　
他
人
事
と
思
わ
な
い
で
、

「
明
日
は
我
身
」
と
心
得
て
、

安
全
運
転
に
努
め
て
く
だ
さ
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献血にご協力を
大鷹沢・白川地区対象1

　献血車も一いづみ号，，が、大鷹沢

白川地区におとづれます。この機

会に献血にご協力ください。

　〉献血日程

　場　　　所

大鷹沢出張所

大牛都婆集会所

白川出張所

時間
9：00－12100

13：00～14：30

14＝30～16：00

日月

11．16

老入福祉センタ〕

待望の宿泊施設

　　　牙一プン

27

21

！8

19

7
　

6
　
β
U

棋
吟
道
栽

将
詩
茶
盆

碁
曲
花

囲
謡
生

道
謡

書
民

働く婦人の家
施設の見学に
　おいでください

22

22

15

15

8
8
　
　
1
6
1
6
2
7

I
1
2
2
2
2
6
1
6

手芸教室
着物着付教室

本を読む会

茶道教室
華道教室
料理木曜講座

料理日曜講座

あなたの写真やフィルム

テレピ放送に役立ズて

一NH　Kよ‘｝お願い一

　地震や台風などの災害の際に、

ニュース・カメラマンが記者とと

もに現地に入り、危険をおかしな

がら撮影していることはご存知と

思いますが、テレビ放送ではこの

ほか、一般の方々から寄せられる

写真やフィルムも積極的に使わせ

ていただいてお1）ます。

　8月20日、青森、秋田を襲った

豪雨の際には、ちょうど「黒石よ

され」の祭り見物に来た、東京の

盛田祥夫さん（24歳）が黒石市に

いてこの災害に遭い、濁流や被害

の生々しい状況をフィルムにおさ

んから連絡をうけた青森

は、直ちにこれをビデオ

につくり直して、その日

から翌朝のニュースや番

放送し、大きな反響を呼

　
　
　
フ
だ
2
0
際
の
夫
の
し
た
さ
で
プ
時
て
た
K
写
わ
に
写
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
田
局
一
7
し
し
　
　
　
　
　
　

い

り
い
か
真
い
8
雨
れ
田
て
生
ま
盛
送
テ
夜
と
ま
N
方
に
害
重
た
局
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
放
・
の
組
び
　
ん
送
災
貴
し
送
下

HKではこのように、みなさ

の写真やフィルムを喜んで放

使わせていただきますので、

時にはもちろん、平時でも、

な写真やフィルムをお持ちで

ら、どうかお近くのNHK放

やNHK通信部までお知らせ

白石市の人ロ
　　　10月1日現在
41，273人

20，098人

21，175人

9，913世帯

総人口

　男

　女

世帯数

月の相談日
　場　　　　　所

市役所市民相談室

市役所第2会議室

市　役　所

市役所福祉事務所

市　役　所

時　　　　問

13：00～15二〇〇

10：00～12：00

10：00～15：00

10：00～12：00

10：00～12：00

相談日

　　8

5・15・25

　21

4・18
　　5

相談区分
行　政　相　談

定期生活相談
社会保険相談
高齢者職業紹介

人権無料法律

贈っても、求めても、受

けとってもいけません

公職選挙法の一部改正

　政治家や候補者などに、お祭『）

や運動会などの寄附をねだると、

法律違反になります。

　政治家や候補者などは

　身辺をきれいにしなければな｝）

ません。そこで、選挙区内の人

に、寄附をすることは法律で禁止

されました。

　いつ、いかなる場合でも、また

選挙に関係あるなしにかかわらず、

名儀がどのようになっていても、

お祭りなどの寄附、お葬式の時の

花輪や香典、お中元やお歳暮、開

店祝いの花輪や、入学祝い、卒業

祝いのお金や品物などを贈ること

はできません。

灘論査嗣～、ます

　ご協力ください

　昭和50年1月2日から翌年1月

1日までの新築並びに、増改築家

屋の調査を行います。

　この調査は固定資産税の課税対

象を把握するもので、市内全戸の

家屋調査を行うため係員がお伺い

いたしますから、ご協力ください。

　なお、ご不審の点は、市役所税

務課（⑤2111内線145番）へおたず

ねください。

◆勤労青少年ホーム◆

日本舞踊10・17
茶道裏千家流　4・11・18・25

料　　理4・11・18・25
華道池坊6・13・20・27
華道小原流7・14・21・28
和　　　　裁　1・8・15・22

民謡7・14・21・28
リボンフラワー　6・13・20・27

社交ダンス6・13・20・27
フォークダンス　4・11・18・25

剣　　　　道　7・14・21・28

ピンポン4・6・11・13
　　　　　　　18・20・25・27

7
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月目

11．4

4

5

5
5

5

6

10

10

、　11

11

12

13

19

19

20

25

26

26

27

28

28

行事内容

健康相　談
妊　婦　相　談

健　康　相　談

妊　婦　相　談

健　康　相　談

妊　婦　相　談

3ヵ月児検診

健康相　談
妊　婦　相　談

健　康　相　談

妊　婦　相　談

12ヵ月児検診

3ヵ月児検診

健康相　談
妊　婦　相　談

6ヵ月児検診

3歳6ヵ月児検診

健康相　談
妊　婦　相　談

6ヵ月児検診

健　康相　談

妊　婦　相　談

受付時問

9：30～11＝30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

9＝30～11二30

13：00～14：00

13：00～13：10

9＝30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

13：00～13：10

13：00～13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

13＝OO～13：10

12：30～13：00

13：00～15：00

13：00～15：00

13：00～13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

場　　　所

越河出張所
越河出張所’

大鷹沢出張所

大鷹沢出張所

白石市役所

白石市役所

白石保健所

大　平　分　室

大　平　分　室

白川出張所
白川出張所
市　民　会　館

白石保健所
福　岡　分　室

福　岡　分　室

市　民　会　館

白石保健所
小原元診療所

小原元診療所

白石保健所

斎川出張所
斎III出張所

対 象 者

越河地区の方

越河地区の方

大鷹沢地区の方

大鷹沢地区の方

白石地区の方

白石地区の方

7月出生者で越河、斎川、大平、大鷹沢、白III、福
岡、小原地区の方

大平地区の方

大平地区の方

白川地区の方

白川地区の方

昭和49年10月出生の方

7月出生者で白石地区の方

福岡地区の方

福岡地区の方

5月出生者で白石地区の方

昭和47年5月出生の方

小原地区の方

小原地区の方

5月出生者で越河、斎川、大平、大鷹沢、白川、福
岡、小原地区の方

斎川地区の方

斎川地区の方

三

臨

感
劃
獺
齪
麟
穣
》
鞭
灘
鱒
弩
愛
慧
鰯
野

子どものカゼの悪化予防方法

　カゼの治療には、安静、保温、栄養の三つ
が原則といわれています。
　しかし、子どもの場合は、カゼだと思って、
ゆだんしていると思わぬ失敗をすることがあ
ります。

　子どものカゼといわれる場合に、よく扁桃
が腫れて、高熱を出す例が少なくあセ）ません。
熱を出すと、一週間くらいすぐ学校を休んで
しまうことになります。

　このような子どもは、あらかじめ小児科医
に相談して、どんなクスリを与えたらよいか
を教えてもらっておきましょう。

　この場合、抗生物質が有効ですが、ふだん
よく気をつけていて、子どもが急にふきげん
になった｝）、あるいはセキをはじめたら、の
どをていねいにみて、もし扁桃がはれて赤く
なっていれば、熱があってもなくても抗生物
質を与えます。この場合、たいせつなのは、
ふだんカゼをひいていないときの扁桃の大き
さと色をあらかじめ覚えておいて、それと
比べることです。

　かかりつけの医師にあらかじめ頼んでおき
ましょう。

　　　　　　　　　　（市役所保健婦）

11月の休日当番医

蝋
　
　
　
　
　
　
騨
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
棚
鞘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
灘
甥
麟
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
灘

記
慈
繋
麟

日

2
3
9

曜

日

祝

日

内　　　科

柿崎医院⑤2210
引地医院⑤2036
亘理医院⑥3355

外　　　科

刈田病院⑤2145
宮城医院⑤2062
刈田病院⑤2145

日

16

23

24

曜

日

祝

振休

内　　　科

亘理医院⑥3355
大沼医院⑤2502
芭　医院⑤2410

※都合により変更になる場合もあります。

外　　　科
加藤（大）医院⑥2653

朝倉病院⑤2101
銭谷医院⑤2010
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